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 研究背景と目的 
日本の沿岸域では「豊かな海」を目指した栄養塩類の

管理や藻場・干潟の保全・再生といった新たな施策が進
められているが、これらの取り組みが生物多様性や生産
性に与える影響の定量的評価手法は十分に確立されてい
ない。また、ネイチャーポジティブへ向けた取り組みと
して、これらの効果や価値を多様な関係者に分かりやす
く「見える化」する必要がある。この課題解決のための
アプローチとしてデジタルツインが注目されており、市
民参画型プラットフォームを通じて幅広いニーズを収集
し、再生ビジョンを構築することが重要である。 

担当サブテーマの本年度においては、東京湾沿岸域に
おいてデジタルツインに対する多様な関係者の意識調査
を実施した。アンケート調査では回答者負担と回答数の
バランスを考慮し、設問数や内容が異なる2パターンの
アンケートを設計して、少ない設問数での意識把握の可
能性を検討するとともに、デジタルツイン技術に対する
地域住民のニーズを予察的に解析した。 
 

 方法と結果 
東京湾沿岸地域のイベント、大学講義、漁業関係者の

集まりなどで、オンラインまたは紙面によるアンケート
調査を実施した。予備版(18問)と標準版(11問)の2種類の
アンケートを作成し、個人属性、東京湾の現状認識、東
京湾でしてみたいこと、デジタルツインで見たいことな
どを調査した。延べ9回の調査で合計276の回答を得た。
予備版では東京湾の現状認識と改善要望に明らかな負の
相関が見られ、この結果から標準版では現状認識のみの
設問とすることで設問数と入力時間を削減した。デジタ
ルツインで見たい内容としては、海辺景観に関する回答
が最も多く、次いで生物・生態系、水質、底質の順であ
った。予備版では特に海ゴミの減少への関心が高いこと
が判明した。また、学生、専門家、漁業関係者など回答
者の所属によってニーズが異なることも明らかとなった。 

これらの結果から、少ない設問数のアンケートでも被
調査者の意識把握が可能であること、また多様なステー
クホルダーからのニーズ収集の重要性が示された。今後
も継続的に調査を実施する予定である。 

各種発生源から大気中に放出される磁性粒子の
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研究背景と目的 
磁性粒子は、人体に悪影響を及ぼす可能性が指摘され

ており、様々な発生源や生成過程を経て大気中に放出さ
れると考えられるが、その特性や発生源は十分に解明さ
れていない。本研究では、磁性粒子の生成が想定される
発生源や発生過程の近傍で、大気粒子をフィルター上に
採取し、磁気分離法により磁性粒子を分離した上で、形
状や磁気特性、元素組成などを明らかにする。 
 

方法 
上海市道路沿道および県内固定発生源(廃棄物焼却炉

とセメント焼成炉)で粒径別に採取した粉塵試料を対象
に磁気分離と無機元素分析を行った。 

上海市道路沿道ではMCIサンプラーを使用し、固定発
生源ではバーチャルインパクターを使用してPM2.5およ
びPM10-2.5(粒径10〜2.5 µm)を採取した。道路沿道では
ナノサンプラーを用い、粒径10 µm以下はPM2.5を含む4
つの粒径に分級して採取した。 

試料は精密電子天秤を用いて質量を求めたのち、二等
分した。一方は磁気分離を行った後で顕微鏡観察と元素
分析を行い、もう一方は磁気特性の測定を行った。 
 

結果 
固定発生源のPM2.5濃度は施設によって大きく異なり、

10〜1200 µg/m3であった。磁性フラクション比は1施設
を除き9〜25%と比較的高かった。また上海市道路沿道
のPM2.5は平均52 µg/m3であったが、磁性フラクション
はいずれの試料でも1%未満と低値であった。 

固定発生源で採取したPM2.5の磁性フラクション中の
無機元素の主成分はFe(鉄）であったが、FeとZn(亜鉛)の
比率がほぼ同じケースが見られた。セメント焼成炉では
FeよりもCa(カルシウム）の方が高くなっていた。 

上海市道路沿道では、分析を行った全てのPM2.5試料
でAl(アルミニウム)が最も高く、道路粉塵の影響を強く
受けていることが示唆された。前年度までに行った、県
内道路沿道および鉄道沿線の結果と併せ、各発生源の磁
性フラクションの特徴を明らかにした。 
 

 

 

 


